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1  …〔略〕…、当該④       （厚生労働省令

で定める事実が生じた日にあっては、その日）の属す

る月  から厚生年金保険法第 26 条第 1 項各号のいずれ

かに該当するに至っ  た日の⑤ までの各月

のうち 、その標準報酬月額が当該④   の

属する月の前月（当該月において被保険者でない場

合にあっては、当該⑥    以内における被保険

者であった月のうち直近の月。以下この項において

「基準月」という。）の標準報酬月額…〔略〕…と

みなす。（発展問題）。 

2 〔略〕 

（解答 ④ → 子を養育することとなった日） 

解答 ⑤ → 翌日の属する月の前月 

解答 ⑥ → 月前1年 

第５０回 社労士試験 問題

〔選択式〕 厚生年金保険法 【空欄Ｄ及びＥ】

1 及び 2 〔略〕 

3 …〔略〕…、当該子を養育することとなった日

（厚生労働省令で定める事実が生じた日にあって

は、その日）の属する月から当該子が 3 歳に達し

たときに該当するに  Ｄ  までの各月のうち、

その標準報酬月額が当該子を養育することとなっ

た日の属する月の前月（当該月において被保険者

でない場合にあっては、当該月前  Ｅ  におけ

る被保険者であった月のうち直近の月。以下「基

準月」という。）の標準報酬月額…〔略〕…とみ

なすとされている。 

解答 Ｄ 

解答 Ｅ 

→ ⑧至った日の翌日の属する月の前月 

→ ①1年以内


